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誰
も
が
安
心
し
て
移
動
が
出
来
る
社
会へ

制
度
や
技
術
の
革
新
と
意
識
の
転
換
を

宿利 正史
⼀般財団法⼈運輸総合研究所
会⻑

―
―
日
本
の
公
共
交
通
は
、
海
外
と
比
べ
、
ど
の
様
な
特
長

と
課
題
が
有
る
の
で
し
ょ
う
か
。

宿
利
　
日
本
で
は
基
本
的
に
、
民
間
事
業
者
が
企
業
経
営
に

よ
っ
て
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
海
外

で
は
国
や
州
、
市
等
が
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
公
共
交
通
を

担
う
の
が
一
般
的
で
す
。
日
本
の
良
い
点
は
、
国
鉄
か
ら
民

営
化
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
を
始
め
、
民
間
企
業
が
創
意
工
夫
し
、
競

争
し
な
が
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
が
増
し
て
い
く
。
そ
の
典
型
が

東
京
で
、
日
本
経
済
が
長
く
停
滞
し
て
い
る
中
で
も
、
路
線

の
拡
張
を
続
け
、「
世
界
で
最
も
便
利
」と
言
わ
れ
る
鉄
道
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
人
口
が
１
５
０
０
万
人

に
迫
る
大
都
市
で
、
こ
れ
だ
け
の
公
共
交
通
網
は
他
に
例
が

有
り
ま
せ
ん
。
こ
の
面
で
は
、
民
間
企
業
主
体
の
日
本
の
公

共
交
通
は
成
功
を
収
め
た
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。
更
に
、

日
本
に
は
新
幹
線
が
有
り
ま
す
。
嘗
て
の
国
鉄
の
技
術
の
粋

を
集
め
た
こ
の
国
家
的
イ
ン
フ
ラ
が
日
本
社
会
の
大
動
脈
と

な
り
、
経
済
や
社
会
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
人

口
の
減
少
が
進
む
地
方
で
は
バ
ス
や
鉄
道
の
利
用
者
が
減
少

し
続
け
て
お
り
、
路
線
や
運
行
本
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
の
上
、
長
年
赤
字
経
営
を
続
け
て
き
た
交
通
企
業
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
更
に
大
き
な
赤
字
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
政
府
は
交
通
企
業
へ
の
十
分
な
財
政
支
援
を
行
わ

な
か
っ
た
。
こ
の
様
に
、
大
都
市
部
と
そ
の
他
日
本
の
大
半

の
地
域
と
の
格
差
が
大
き
く
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
民
間

企
業
主
体
の
日
本
の
公
共
交
通
の
大
き
な
問
題
で
す
。

―
―
欧
米
で
は
公
共
交
通
機
関
へ
の
支
援
が
手
厚
い
？

宿
利
　
日
本
で
は
、
人
口
10
万
〜
20
万
人
位
の
都
市
で
は
Ｌ

Ｒ
Ｔ（
次
世
代
型
路
面
電
車
） 

は
走
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
欧

州
で
は
人
口
の
少
な
い
地
方
都
市
で
も
お
洒
落
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や

分刻みのダイヤに基づき正確に運行される
新幹線や私鉄・地下鉄、丁寧に間違いなく
運ばれる貨物等、日本の公共交通や運輸体
制は世界的にも評価が高い。しかし、少子
高齢化による地方の過疎化や人手不足の他、
脱炭素化の動きや国際情勢の緊迫化に伴う
エネルギー価格の高騰等で、運輸業界は苦
境に立たされている。医薬品・医療機器のサ
プライチェーン（供給網）や患者の通院の足
等で、医療業界とも関係の有る運輸業界だが、
果たして今後も安定した運輸体制を維持出
来るのだろうか。日本の公共交通や運輸の
現状や課題について、元国土交通事務次官で、
一般財団法人運輸総合研究所の宿利正史会
長に話を聞いた。


